	2025年７月第1週 【7/4発行】　
小学生用教材　　佳子様、ブラジルを公式訪問　　　　　模範解答と指導の手引


教材のダウンロード期限について
毎週金曜・朝7：00に「ニュース教材を発行しました」のお知らせメールを全ての購読者様にお送りしています。
そのメールで「できるだけ3週間以内に教材をダウンロードして下さい。期間内にダウンロードできなかった場合は、
お手数ですが、パスワードをお教えしますので、お問合せ下さい」とお願いをしています。
万が一メールが届いていない方は、tsubaki.yuki1229@gmail.comにお問い合わせください。
Instagramでも毎週金曜に「教材発行しました」のお知らせを出しているので、フォローしていただければ幸いです。
★椿由紀　Instagram　 https://www.instagram.com/yuki_tsubaki2020/
この教材の使い方
1）この教材はコピーOKです。生徒の人数分、配布してください。
2）Zoomなどのオンライン授業で、画面共有しての使用も歓迎します。
3）動画は自由に授業でご活用ください。音声ファイル（有料）のリンクは、生徒に送ってご活用下さい。
4）Wordファイルは自由に加工可能です。問題の削除、本文や設問の変更、加筆や画像の追加もご自由にどうぞ。
5）設問の言語（英語／日本語）や難度はご自由に調整してください。全てのご要望に個別対応できませんが、アレンジは大歓迎です。
6）文法・スペルミスには注意していますが、万一の誤りは後日HPに訂正版を掲載します。発見された場合はご連絡いただけると助かりますが、修正してそのままご使用いただいても構いません。
7) 全ての教材に暗唱文（重要文法、使える表現を含むキーセンテンス３文）を付けています。「夢タン」著者の木村達哉先生のセミナーをヒントにしています。音読・暗唱は英語上達の近道です。生徒のレベルに応じてご活用ください。（暗唱文のディクテーションまたは発音練習をしてから、本文に入る、という使い方もできます）
参考にした英語記事
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/news/20250609_10/
https://www.asahi.com/ajw/articles/15843066
https://japannews.yomiuri.co.jp/society/imperial-family/20250604-259446/
https://www.ntv.co.jp/englishnews/articles/2021960o1efp6l7tza4f.html
https://jen.jiji.com/jc/i?g=eco&k=2025061700980
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/news/20250608_09/
https://www.asahi.com/ajw/articles/15831123
https://english.kyodonews.net/news/2025/06/6fee4c28b0e3-japans-princess-kako-leaves-for-brazil-to-mark-130-years-of-ties.html
https://apnews.com/article/princess-kako-lula-brazil-meeting-3aed4fbbfb06cd521d5d6d5eeb0c541e

イラストをお借りしたウェブサイト
https://illustimage.com/?id=4280
https://nurie-park.com/nurie/1988
https://tabisozai.net/tag/rio-de-janeiro/
https://www.sozai-library.com/sozai/4949

0．低学年用　英語ニュース　
★低学年用のニュース教材は、ニュースに関心のありそうな低学年（小学3年生以下）の生徒さんや、
「時間がないので、正規の小学生教材を要約したものを使いたい」という場合にお使いください。
★1ページ目には易しい設問をつけているので、「英語でニュースを勉強できた！」という知的好奇心を満たしたり、
「質問の答えを、英語で書けた！」という達成感を、生徒さんたちに持ってほしいです。
★対象年齢の目安
🔴１ページ・・・小学３年生～英語を習いたての５・６年生など（普通の小学生教材が長くて難しそうな生徒さん）
🔴２ページ・・・小学１～3年生、園児さん（ニュースに高い関心を持っている小さいお子さん）
★(良く質問をいただきますが)時間がなければ設問を解く必要はないと思います。本文を生徒さんたちと音読するだけで勉強になります。（生徒さんが自分で英語を読めなくても、先生が朗読し、生徒さんがリピートできればOK）
★本当に時間がなければ、内容を先生が軽く解説し、キーワードを英語で説明してあげてください。
（例）1年生は、Brazilを英語できれいに発音できただけで拍手したいと思います。
２～4年生は、ブラジルを地図で探し、イグアスの滝やコルコバードの丘など、ブラジルの観光名所の写真を見ることができれば、立派な授業になると思います。

1ページ
Q1  130　　　　　　　　　　　　　Q2  ルラ大統領／President Lula
Q3  （elementary schools/小学校） （senior centers/お年寄りの施設）
Q4  （Corcovado Hill/コルコバードの丘） （Iguazu Falls/イグアスの滝）

■Brazil Quiz■
Q1  B. Obrigado（オブリガード）       Q2  the Amazon River
Q3  C. 5th                          Q4  Football（Soccer）

2ページ
Ｑ１　　世界地図（地球儀）で、ブラジルを見つけたら、✅をつけて下さい。　　　Ｑ２　　soccer
★ニュース文を先生が読んであげて、できればリピートしてもらって下さい。
★Princess Kako, Brazil, Corcovado Hill, the Iguazu Fallsをなぞって、発音練習をしてください。
★ブラジルの国旗、地図の中のブラジルに、色をぬって下さい。

1．小学生用　英語ニュース
※「小学生用」という名前の教材ですが、中学生、高校生、社会人の授業の、短いice breakの読み物としてもおすすめです。（「中学生用教材」は、中２・中３を対象に作成しているため、少し文が長くて難しめです）
１ページ　　
Q1　 ✅For two weeks.　　　　　　Q2　　①友好関係を築く／友情の （ため）　　　　②日系ブラジル人 （に会うため）
Q3　　130　　　　Q4　　明治　　　　　Q5　　約200万（2 million）人
Q6　　ルラ大統領／President Lula　　　　　　　　Q7　　（小学校）（高齢者ホーム）
2ページ
Q8　　Corcovado Hill（コルコバードの丘）,  Iguazu Falls（イグアスの滝）
Q9  「日本とブラジルが、これからも親しいアミーゴ（友人）でありますように。」

■Brazil Quiz■
Q1  B. Obrigado（オブリガード）　　　　　Q2  B. Football (Soccer)
Q3  the Amazon River　　　　　　　　　　　　Q4  C. 5th




英語ニュース教材・指導の手引き（小学生・中学生　共通）
このたびの「佳子内親王殿下によるブラジル公式訪問」の英語ニュースを、生徒さん達がブラジルという国を学ぶ絶好の国際理解教材にしたいと考え、作成しました。

◇ 地理的な理解を促す授業を
まずは地球儀や世界地図を用いて、ブラジルの位置を確認しましょう。南半球に位置する広大な国であること、面積の大きさを視覚的に示すことで、子どもたちの興味を引き出すことができます。また、佳子様が訪問された「コルコバードの丘」や「イグアスの滝」といった名所の写真・動画を見せてあげると、より強く印象を残すことができると思います。

◇ 日本とブラジルの深いつながり
今年は日本とブラジルの国交樹立130周年という節目の年だそうです。両国は地球の反対側に位置し、物理的な距離は離れているものの、歴史的には深い絆があります。明治時代、多くの日本人がブラジルへと移住し、現在ではブラジルに世界最大の日系人社会が築かれています。こうした背景は、国際理解教育の中でも極めて重要な要素となるでしょう（※中学生向け教材でも詳述しています）。
時間があれば、こちらの過去のニュース動画も、授業でご活用ください。
	[image: ]
	リオのカーニバル　　椿由紀のやさしい英語ニュース［2024年2月のニュース教材］
https://www.youtube.com/watch?v=PUA6XJTBXeQ




◇ 日系人コミュニティへの敬意を込めて
今回の佳子様のご訪問は、日本とブラジルの国際親善にとどまらず、「日系ブラジル人コミュニティとの絆を深める」という大きな意味をもって行われました。ブラジルは、世界最大の日本人移住者の子孫が暮らす国。佳子様のご訪問は、そうした方々への敬意と感謝を示す、貴重な機会となりました。

◇ 歴史の学びと子どもたちの感受性
中学生に尋ねたところ、明治期のブラジル移住については学校の歴史授業で学ぶとのこと。私がYouTube動画で引用させていただいた下記のポスターも、「教科書で見たことがある」と話していました。
🔗 https://www.ongtrabras.org/2010/02/09/ブラジル移住の歴史/
生徒たちは、「当時の日本は貧しく、人々は生きるために異国へ渡らなければならないほど、追い詰められていた。
けれど、ブラジル移住後の生活も、また厳しかったんでしょうね」と、真剣な面持ちで語ってくれました。
なお、私の友人はブラジルで生まれ、18歳で日本に渡り、現在は日本人女性と結婚し、三児の父となっています。
「日本もブラジルも、自分にとって大切な故郷だよ」と語ってくれた彼の姿は、まさに二つの国の文化を架け橋のように結ぶ存在です。ブラジルに暮らす多くの日系人の方々も、同じ想いを抱いていらっしゃるのではないかと、私は感じています。

子供たちに、世界は広くて、こんな素敵な国があることや、人と人との長い歴史を持つ繋がりを教える意義深いニュースとして、ぜひ今回の教材ニュースをご活用いただければ幸いです。






◇ 日系ブラジル人の友人からのメール
個人的なことですが、私には大切な日系ブラジル人の友人（横浜在住）がいます。
15年近く前に、中国語勉強サークルで知り合って友達になり、今でも時々、コーヒーを飲みながら話します。
（ブラジルで生まれ育ち、18才で日本にやってきて、今も日本に住んでいる友人は、日本人の奥さんと結婚し、
3人のお子さんのパパで、ポルトガル語と日本語はもちろん、英語とスペイン語も流ちょうに話す頭の良い人です。
IT系の会社に勤めており、週末は琉球空手の道場で師範をしています。）

彼はよく、「ぼくの故郷、ロンドリーナではね…」と誇らしげに自分の国のことを語ってくれます。
彼と出会う前まで、ロンドリーナという町の名前を聞いたことが一度もありませんでしたが、
今回、佳子様が訪問された都市の中にロンドリーナも含まれていたので、私は感激し、思わず彼にメールを送りました。すると、30分後に、下記の返事が返ってきました。
彼の許可をもらって、ここにそのお返事を載せさせていただきます。びっくりする情報ばかりでした。
彼の感激が伝わってきます。

	Yes! She visited my hometown and met my family there because we’re part of the Japanese community in Brazil. 
I met Prince Akishino when I was sixteen, and when I was six, my father met the father of the current emperor, now Emperor Emeritus Akihito. 
My father was the mayor and effectively the elder of our immigrant community—our town is famous for its Japanese migration history. What a coincidence: a Japanese friend of mine served on the princess’s security staff. He’s from Yokohama and went to Brazil to work at the Japanese consulate there.

It’s a customary protocol for members of the imperial family—whether emperor, empress, or prince/princess—to visit Brazil every ten years to express their gratitude, since only Brazil and Peru supported Japan before and after the war. 
During the Russo-Japanese War, Japanese immigrants in Brazil sent food and money back to Japan to help, as Brazil was prosperous from its coffee and sugar industries.

Oh Sorry… too long history lol
The princess visited a Japanese immigration museum that my father inaugurated as immigration leader.
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